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中国の小学校体育の制度と実態に関する研究
～日中比較をとおして～
李婧 　　　　丸山富雄
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The research about Chinese primary school’s System and Status quo
―Comparison of Japan and China―
Li Jing and Maruyama Tomio
Abstract
The purpose of this study is getting to know Chinese children current situation in sports
and PE class and comparison of Japan and China’s physical education’s textbook and system.
The study includes 550 students in Shanghai and Xinyu’s primary and middle school in
March of 2015. The research was about “how was the attitude about PE class (for example:
Like or Don’t like), “Join PE class’ desire”, “Playing’s status quo” and so on. The study also
compares modern city and normal city’s children status quo in sports and PE class. Finally,
the Comparison of Japan and China’s physical education curriculum systems provides a
framework for further development.
So from the status quo and comparison of Japanese and Chinese physical education’s cur‑
riculum system I can get the information to give advices and help Chinese physical educa‑
tion’s curriculum system improve in the future.
According to the results of the study, physical education’s curriculum system is similar
in Japan and China. To Chinese physical education’s curriculum, it seems positive for Chi‑
nese children and PE class to seek further development. In fact, the diﬀerence between
classroom desires and Status quo is too great. Especially Chinese normal city are developing
slow. So from the research and study to Chinese physical education’s curriculum systems
there are many places need improve and change.
Key Words: Physical Education, System, Curriculum, Comparison
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第１章　序論
中国では改革開放政策以降、学校教育や
学校体育において様々な改革を行ってき
た。しかし、現実にはその改革も未だ発展途
上といえる状況であり、日本に比べ、まだま
だ遅れや不足した面が多々あると考えられ
る。
そこで本研究では、まず制度としての学
校体育、特に小学校体育の日中比較を行い、
その違いを明らかにする。その際、日中両国
の最近の指導要領である日本の《小学校学
習指導要領》(2008年)と、中国の《義務教育
体育と健康課程標準》(2011年)を中心に比
較を行う。次に中国の子ども達の生活や運
動の実態と意識を調査した。筆者の経験か
ら、中国では小学校体育も制度としては整
えられたが、実際の授業は地域や各学校に
よって、その重視度も大きく異なる。特に教
師の指導力や体育施設、備品の都鄙間の格
差は非常に大きい。そこで都市部である上
海市と地方の小都市である新余市の小学生
および中学生の実態を調査し、都鄙間およ
び小中学生間の違いを比較、分析する。この
ような子ども達の実態を分析することで、
現在の中国の小学校体育の問題点も明らか
になると考える。
本研究は、制度と子ども達の実態の両面
から、中国の学校体育の現状を把握し、今後
の中国の学校教育、学校体育の発展のため
の基礎的データと示唆を提供するものであ
り、社会的な貢献や実践的な意義を有して
いると考える。
第２章　日中両国の小学校体育の比較
先行研究および日本の学習指導要領、中
国の課程標準から、小学校体育の日中間の
制度的な比較を行った。
その結果、日中両国の指導要領の比較か
ら、中国の課程標準には、生涯スポーツの表
記や内容の具体性など、日本より歴史的に
遅れていたり、もう少し具体的な記述も必
要な箇所も読み取れた。しかし中国の課程
標準も、その制定の理念や目標、授業内容な
どは中国の現状に適応しており、今後の社
会の発展のために求められることとも合致
していると考える。紙上で美辞麗句を並べ
ることではなく、子どもや学校の実際の状
況と結びつけ、子ども達の成長と発展のた
めに、今後も、社会情勢にあった迅速かつ生
涯学習や生涯スポーツという将来を見越し
た改革が必要である。
第３章　中国の子ども達の実態
1．研究方法：
中国の都市（上海市）および地方（新余
市：上海市から南へ 915kmにあり、2013年
の人口は 115.56万人の地方都市）の小学５
年生、中学２年生に対しアンケート調査を
行った。
1）調査時間：2015年 3月
2）調査対象：上海市内小学生 200人
新余市内小学生 100人
上海市内中学生 200人
新余市内中学生 100人　　
計 600人。
3）回収数(率):550（91.6％）　　
4）調査内容：
体育授業の好嫌度と種目および参加意
欲、勉強とテレビ視聴時間、外遊びなど
5）分析方法
データは SPSSで処理し、①男女別の小
中学生比較、②小中学生別の都鄙間比較の
クロス集計で分析し、χ２検定により検定を
行った。
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2．調査の結果と考察
１）体育授業の好嫌度と種目および参加意
欲
（1）体育の好嫌度
①小中学生の比較
表1−1
表1−2
体育の好嫌度に関しては、この表から、小
学校から中学校への比較を見ると、男女と
も「とても好き」が小学校時よりも極端に低
くなり、男女ともに統計的に大きな差
（0.1％）がみられた。
②都鄙間の比較
表2−1
表2−2
体育の好嫌度に関して都鄙間で比較する
と、小学生では都市の子どもの方が「とても
好き」が非常に高く、地方の小学校よりも
30ポイントの差があり、１％の有意差がみ
られた。
この要因は、小学生から中学生への減少
は思春期を迎えた身体的な状況、勉強や受
験に対するプレッシャーが、また小学生の
都鄙間の違いは体育授業の運営方法など
様々な原因が考えられる。
（2）体育授業の嫌いな理由
前問で「あまり好きではない」「嫌い」と
回答した子どもに、体育授業の嫌いな理由
を尋ねたが、全員が「体を動かすことが好き
でないため」の回答であった。
（３）授業への参加意欲
①小中学生の比較
表3−1
表3−2
小中学校の比較では体育授業への参加意
欲に関しては、「一生懸命」が、男子では
72.5％から 42.3％へ、女子は 76.5％から
39.5％へとともに 25ポイント以上減少して
おり、参加意欲は非常に低くなっている。統
計的にも大きな差（0.1％）が現れた。
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②都鄙間の比較
表4−1
表4−2
小中学校別に見ると、小中学校ともに都
市の方が参加意欲は高く、小学校の場合は
1％、中学校では 5%レベルの有意差が見ら
れた。
この結果の要因は、体育の好嫌度と同様
の原因、また都市部の学校の体育授業を取
り巻く様々な環境（施設や用具、教師の能力
など）が地方よりも優れていることも考え
られる。
２）勉強とテレビ視聴時間
（1）勉強時間とテレビ視聴時間
①小中学生の比較
図1−1
図1−2
家での勉強時間とテレビの視聴時間に関
しては、日本のベネッセによる調査結果が
ある。それによると、日本の小学校５年生の
平日勉強時間（2014年）は１時間 26分、平
日のテレビ視聴時間（2013年）は１時間 12
分である。また中学２年生の平日勉強時間
（2014年）は１時間 25分、平日テレビ視聴
時間（2013年）は１時間 29分である。日本
の小中学生と比較すると、中国の子ども達
は勉強時間では小学生で約 30分長く、中学
生では日本の約 2倍もの多くの時間勉強し
ていることになる。一方、テレビの視聴時間
は、中国の子どもは日本の子どもの約半分
の時間となり、中国の子ども達の勉強漬け
が分かる。
②都鄙間比較
図2−1
図2−2
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勉強時間の都鄙間比較では、小中学生と
も平日の勉強時間はあまり差がなかった。
しかし、休日の勉強時間では地方の子ども
は都市の子どもよりも１時間くらい多く勉
強している。またテレビの視聴時間では、平
日、休日ともに地方の子どものほうが若干
多かった。
（2）勉強に対するプレッシャー
①小中学生の比較
表5−1
表5−2
男女の比較に関しては、「非常にある」は
小学校（4.3％から 5.9%）、中学校（17.8%か
ら 19.2％）ともに、ほとんど差はなかった。
しかし小学生から中学生になり、勉強への
プレッシャーは高くなり、男女ともに 0.1％
の有意な差がみられた。
②都鄙間比較
表6−1
表6−2
学校種別の都鄙間の比較では、小学生は
「非常にある」と「少しある」を加えると地
方では 67％、都市で 41.4％と、地方のほう
が高い。同様に中学生の場合にも、地方は
90.8％、都市は 76.4％であり、地方の生徒の
ほうが勉強のプレッシャーを多く感じてい
る。それぞれ 1％、5％で有意差がみられた。
勉強に対するプレッシャーに関しては、当
然のことであるが、小学生よりも中学生の
ほうが強く感じている。しかし都鄙間の比
較から、小中学生ともに地方の子どもの方
がプレッシャーを強く感じていることが分
かる。その要因には、中国では地方の子ども
が都市の学校に入るためには、受験でより
高い点数をとる必要がある。そのため将来
の受験のため、勉強に対するプレッシャー
は地方の子ども達のほうが強く感じている
ようである。
（3）外遊びの意欲
①小中学生の比較
表7−1
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表7−2
遊びの意欲、欲求に関して、男女、小中学
生ともにその意欲は高いことが分かる。ま
た男子の場合には、小中学校でほとんど同
じような値となったが、中学校では男子よ
りも女子のほうが遊びの意欲や欲求はやや
高いことが分かる。
また学校種別では、中学校になると、男子
のほうが女子よりもその意欲がかなり減少
することがみられ、男子では 1％レベル、女
子は 5％レベルで有意差がみられた。
②都鄙間の比較
表8−1
表8−2 
小学校と中学校の比較をみると、地方で
はその意欲はほとんど変わらないが、都市
では「もっとしたい」が 64.9%から 43.5％と
21ポイントほど減少している。
次に、学校種別の都鄙間比較では、小学校
では「もっとしたい」が地方の 35%、都市
64.9%となり、都市の小学生の欲求が非常に
高く 1％レベルの差となった。中学生でも
都市の「もっとしたい」の比率はやや高い
が、統計的な差はなかった。
遊びの意欲や欲求では、小中学生の男女
ともに、その意欲や欲求は高く、現状に満足
していないことが分かる。特に都市の小学
生は欲求が高い。前述の平日の外遊びの少
なさもその原因の一つと考えられる。
第４章　総括
１．まとめ
本研究では、中国の小学校体育の現状に
ついて、制度と子どもの実態という両側面
からから研究を行った。特に制度に関して
は、同じアジアの国であり、歴史的に長い交
流のある日本との比較から考察した。
体育政策や指導要領を見る限り、現在の
両国の内容はかなりの部分で似ていること
が分かった。中国の「課程標準」の制定は、
表面上は、子どもを取り巻く現在の中国の
状況や将来の発展に資するものである。し
かしこの制度と子どもの実態は大きく乖離
しており、特に地方の実態は顕著である。現
在の中国の学校体育は前よりも飛躍的に改
善された。しかしまだまだ改善すべき点が
多々ある。課程標準の目標が早く達成され
るよう、特に地方の教育環境を改善してい
く必要がある。
２．提言
① 中国の政府や学校は体育の教科をより
重視し、子どもの「健康が第一」という
課程標準の理念や目標を達成できるよ
う努める。そのためにも現在の受験競争
を少しでも緩和させるような政策をと
る。
李婧ほか
74
② 学校における体育授業では、子ども達に
生涯スポーツの理念や考え方を充分に
理解させ、それに対応した授業運営を行
う。
③ 教育における都鄙間の格差をなくす政
策を実行する。
３．本研究の成果と研究の限界
本研究では、中国の小学校体育の制度と、
その定着をみるために子ども達の実態を調
査するという二側面から分析、考察した。特
に実態に関しては都鄙間比較を重視した。
このような視点からの研究はほとんどな
く、新たな知見を見出したことが成果とい
える。
しかし学習指導要領や体育授業の日中比
較に関し、筆者の能力および時間不足で、主
に中国の文献からの資料を使用したこと、
実際の日本の体育授業に関してはほとんど
参観していないことは、本研究の限界であ
る。また中国の子どもの実態に関しても、本
来であれば日本の子どもとの比較を通し、
明らかにすべきだったと考える。
今後、同様の日中比較の研究を行う時に
は、日本の体育授業を丹念に観察し、また日
本の子ども達にも調査を行いたいと考え
る。
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